
覚
範
慧
洪
に
対
す
る
評
価

『人
天
眼
目
』

へ
の
引
用
を
中
心
と
し
て

小

早

川

浩

大

一
.

は
じ

め
に

北
宋
後
期
の
臨
済
宗
黄
龍
派
の
禅
僧
、
覚
範
慧
洪

(
二
〇
七

二
～

二
二

二
八
)
は
生
涯
に
数
多
く
の
著
作
を
残
し
、
『林
間
録
』
(
一

〇
七
)
や

『禅
林
僧
宝
伝
』
(
一
一二
二
・
以
下

『僧
宝
伝
』)
な
ど
は
、
五
灯
な
ど
が

伝
え
ぬ
貴
重
な
資
料
を
今
に
伝
え
る
。
た
だ
し
、
そ
の
記
述
に
対
し
て

は
、
大
慧
宗
果

(
二
〇
八
九
～

二
一
六
三
)
な
ど
の
禅
僧
に

「誇
大
な
表

現
」、
「憶

測
多
く
事
実
と
反
す
る
」
と
の
発
言
が
見
ら
れ
、
ま
た
、
士

大
夫
の
晃
公
武

『郡
斎
読
書
志
』
(
一
二
五

二
)
に
は

「著
書
は
数
万
三三口

な
り
。
林
間
録
、
僧
宝
伝
、
冷
斎
夜
話
の
類
、
皆
世
に
行
わ
れ
る
。
然

れ
ど
も
、
夸
誕
多
く
、
人
の
之
を
信
ず
る
こ
と
莫
し
と
云
う
」
と
あ
る

な
ど
批
判

の
声
も
多
く
あ
る
。
し
か
し
、
他
の
禅
僧

の
語
録
や
著
作
に

そ
の
引
用
を
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
、
少
な
く
と
も
晁
公
武
の
い
う
状

況
で
は
な
く
、
特

に
.『人
天
眼
目
』
に
お
い
て
は
重
要
な
資
料
と
し
て

取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
『人
天
眼
目
』

へ
の
引

用
か
ら
見

え
る
慧
洪
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て

二
考
察
す
る
こ
と
と
し

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
五
十
四
巻
第
二
号

平
成
十
八
年
三
月

た
い
。二

.

『人
天
眼
目
』

へ
の
引
用

に

つ

い
て

『人
天
眼
目
』
は
南
宋

の
淳
煕
十
五
年

(
一

八
八
)、
晦
巌
智
昭
に

よ
り
編
纂
さ
れ
た
五
家
の
綱
要
書
で
、
約
二
〇
年
間
の
資
料
収
集
期
間

(1
)

を
考
慮
す
る
と
、
慧
洪
没
後
四
〇
年
頃
に
準
備
さ
れ
た
書

で
あ
る
。
本

(2
)

書
に
お
け
る
慧
洪
の
著
作
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
に
お
い
て
慧
洪

の
名

「寂
音
」
が
付
さ
れ
る
も
の
を
中
心
に
全
部
で
十
六
ケ
所
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
が
慧
洪
の
複
数
の
禅
関
係

の
著
作
か

ら
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、
巻

一
・
臨
済

宗
章
に
三
カ
所
、
巻
三

・
曹
洞
宗
章
に
十

ニ
カ
所
、
巻
五

・
宗
門
雑
録

に
ニ
カ
所
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
曹
洞
宗
章
を
中
心
に
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
、
曹
洞
宗
章
の
引
用
箇
所
に
つ
い

て
見
る
と
、
「五
位
君
臣
」
(『僧
宝
伝
』
巻

二
)
、
「寂
音
正
五
位
之
誰
」

(『石
門
文
字
禅
』
巻
二
五

・
以
下

『文
字
禅
』)、

「五
位
頌
」
(『智
証
伝
』

他
)
、
「寂
音
説
王
種
内
紹
外
紹
」
(『智
証
伝
』)
、
「曹
山
二三
種
堕
」
(『僧

二
五
七
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覚
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(小
早
川
)

宝
伝
』
巻

一
・
一
三
)
、
「正
命
食
」
(『智
証
伝
』)、
「不
断
声
色
堕
、
随
堕
、

尊
貴
堕
」
(『智
証
伝
』)、
「寂
音
三
堕
頌
」
(『僧
宝
伝
』
巻

一
三
)
、
「三
種

滲
漏
」

(『林
間
録
』
上
)、
「曹
山
三
種
綱
要
頌
」
(『林
間
録
』
上
)
、
「宝

鏡
三
昧
」

(『僧
宝
伝
』
巻
二
)
と
な
っ
て
い
る
。

三

.
「曹
洞
宗
章
」
引
用
箇

所

の
問
題
点

に

つ
い
て

ま
ず
、
慧
洪
の
五
位
に
関
し
て
は
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ

る
。
第

二
に
第
四
位
に
関
し
て
で
あ
る
。
慧
洪
は
偏
正
五
位
を
第
四
位

「偏
中
至
」
と
す
る
が

「曹
洞
宗
章
」
で
は
他
は
皆

「兼
中
至
」
と
す

(3
)
る
。
第
四
位

「兼
中
至
」
が
文
献
的

に
確
認
で
き
る
最
初

の
も
の
は
扮

陽
善
昭

(九
四
七
～
二
〇
二
四
)
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
第

一
位
を

「正
中

来
」
と
し
て
列
位
が
他
と
異
な

っ
て
お
り
、
他
と
同
様

の
も
の
を
伝
え

る
の
は
石
霜
楚
円

(九
八
六
～
二
〇
三
九
)
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に

「曹

洞
宗
章
」
を
総
括
す
る

「曹
洞
門
庭
」
に
お
い
て
も

「兼
中
至
」
と
す

る
こ
と
か
ら
、
慧
洪
の
み
が

「偏
中
至
」
を
伝
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
、
後
の
永
覚
玄
賢

(
二
五
七
八
～

一六
五
七
)
『洞

上
古
轍
』

に
お
い
て

「寂
音
改
兼
中
至
為
偏
中
至
、
以
封
正
中
來
、
大

誤
後
學
。
今
為
訂
之
」
(卍
続
蔵
一
二
五
巻
七
一

頁
上
)
と
非
難
さ
れ
る
。

第
二
に
解
釈
に
つ
い
て
、
『智
証
伝
』
「洞
山
五
位
」
で
は

「正
中
來
則

独
倡
而
未

和
。
偏
中
至
則
賓
主
協
和
也
」
。と
し
て
、
「偏
中
至
」
と
し

な
が
ら
も

「兼
中
至
」
と
同
様
の
段
階
的
解
釈
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
る
。
(
4
)

ち
な
み
に
こ
の

「洞
山
五
位
」
は

『林
間
録
』
の

一
五

八

「洞
山
安
立
五
位
。
道
眼
明
者
視

其
題

目
十
五
字
排
布
則
見
悟
本
老
人
。
如
日
、

正
中
偏
、
偏
中
正
、
正
中
來
、

偏
中
至
、
兼
中
到
、
是

也
。
扮
陽
頌
日
、
五

位
参
尋
切
要
知
、
纎
毫
才

動
則
差
違

。
金
剛
透
匝
誰
能
解
、
唯
有
那
咤
第

一
…機
。

舉
目
便
令

三
界
浮
、
振
鈴
還
使

九
天
編
。
正
中
妙
挾
通

回
互
、
擬

議
鋒
芒
失

釦
威
」

(卍
続
蔵
経

二
四
八
巻
六
〇

二
頁
上
)

と

同

様

に
扮

陽

の
頌

が

付

さ

れ

て
お

り

、

そ

の
解

釈

に
影

響

が

あ

る
も

の
と

思

わ

れ

る
。
(
5
)

ま

た
、

慧

洪

の
伝

え

る

「
五

位

君

臣

」

(
『
僧
宝
伝
』
巻

二
・
卍
続
蔵
経

一
三
七
巻

四
四
六
頁
中

)

は
、

偏

正

五

位

と

君

臣

と

を

組

み

合

わ

せ

て
用

い
る
と
い
う
独
自
の
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
と

の
指
摘
が
あ
る
。
(
6
)

第
三
に
成
立
の
問
題
で
あ
る
。
慧
洪
は
五
位
を
、洞
山
良
伶

(八
〇
七

～
八
六
九
)
の
創
唱
と
す
る
が
、
五
位
の
体
系
そ
の
も
の
が
洞
山
の
宗

風

に
は
無
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
嗣
ぐ
曹
山
本
寂

(八
四
〇
～
九
〇

一
)

が
創
唱
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
(
7
)

さ
ら
に
記
述
に
関
し
て
も
、
慧
洪
が
伝
え
る
五
位
や
三
種
堕
等
と
は

異
な
る
も
の
が

『重
編
曹
洞
五
位
』
(
一
二六
〇
)
に

「洞
山
五
位
顕
訣
」

(巻
上
・
『曹
洞
宗
全
書
』
注
解
五

・
五
頁
)、
コ
三
種
堕
」

(巻
下

・
同
書
五

二

頁
)
と
し
て
見
え
る
こ
と
か
ら
、
必
ず
し
も
慧

洪
の
記
述
が
唯

一
の
も

の
と
は
言
え
な
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
。

四
.
問
題
点

の
考
察

『林
間
録
』
に
は
、
尅
符
道
者
の
四
料
揀
偶

と
洞
山
の
五
位
偶
を
並
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記
し
、
「臨
濟

・
洞
上
二
宗
相
須
發
揮
大
法
。
而
是
偈
語
、
世
俗
傳
爲
、

多
更
易
之
、
以
徇
其
私
、
失
先
徳
之
意
。
予
霧
惜
之
。
今
録
古
本
於
此
、

正
諸
傳
之
誤
」
(卍
続
蔵
経

一
四
八
巻
六
四
三
頁
中
)
と
の
記
述
が
あ
る
。

ま
た
、
異
な
る
五
位
偶
の
伝
承
に
対
す
る
無
尽
居
士
張
商
英

(
一
〇
四

三
～
一

二
一
)
と
の
や
り
取
り
の
中
で

「其
正
中
來
日
、
但
能
莫
觸
當

今
諦
、
也
勝
知
朝
斷
舌
才
。
先
徳
之
意
雖
明
妙
挾
然
、
知
朝
斷
舌
必
有

本
嫁
、
而
三三口前
古
無
噺
舌
事
。
矧
又
日
知
朝
尤
無
謂
也
。
將
非
後
世
傳

録
之
誤
耶
。
予
日
、
舊
本
日
、
也
勝
前
朝
断
舌
才
、
意
用
階
賀
若
弼
之

父
敦
為
宇

文
護
所
害
之
、
臨
刑
戒
之
日
、
吾
以
舌
死
。
引
若
弼
舌
、
以

錐
刺
之
出
血
、
使
慎
口
。
階
興
唐
之
前
、
前
朝
刺
舌
、
非
知
朝
明
 
。

然
斷
舌
、
刺
舌
意
則
同
耳
。
無
儘
囑
予
記
之
」
(『林
間
録
』
巻
下
・
六
二三

四
頁
上
)
と
あ
り
、
慧
洪
が

「古
本
」
や

「舊
本
」
を
用
い
て
い
た
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に

『石
門
文
字
禅
』
に
は

「又
游
曹

山
拜
澄
源
塔
、
得
斷
碍
日
、
耽
章
號
本
寂
襌
師
、
獲
五
藏
位
図
、
盡
具

洞
山
旨
訣
。」
(巻
二
六

「題
殉
上
人
僧
宝
伝
」)
と
し
て

「得
断
碍
」
と
の

記
述
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
五
位
に
関
し
て
は
底
本
と
な

る

「断
碍
」
や

「舊
本
」
「古
本
」
に
基
づ
い
て
批
判
、
訂
正
し
て
い
た

こ
と
が
窺

わ
れ
る
。
ま
た
、
『重
編
曹
洞
五
位
』
に
は
慧
洪
と
同
様

の

「曹
山
逐

位
頌
」
が
伝
わ
る
こ
と
や
、
慧
洪
以
前

の

『天
聖
広
灯
録
』

巻

二
九

「随
州
雙
泉
山
郁
襌
師
章
」

(卍
続
蔵
経

二
三
五
巻
七
八
六
頁
上
)、

『建
中
靖

國
績
燈
録
』
巻

一
三

「雲
居
山
元
祐
輝
師
章
」
(卍
続
蔵
経

一
二

六
巻
二
〇

二
頁
上
)
に
既
に

「五
位
君
臣
」

の
語
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

覚
範
慧
洪
に
対
す
る
評
価

(小
早
川
)

こ
と
な
ど
か
ら
、
慧
洪
が
恣
意
的
な
改
変
や
解

釈
を
し
た
と
言
う
よ
り

も
、
灯
史
や
独
自
に
収
集
し
た
資
料
に
基
づ
き
記
述
し
て
い
る
さ
ま
が

窺
わ
れ
る
。

五

.
ま
と
め

洞
山
下

の
家
風
に
つ
い
て
、
慧
洪
は
龍
牙
居
遁

(八
三
五
～
九
二
三
)、

報
慈
匡
化

(生
没
年
不
詳
)
に
関
す
る
記
述

の
中
で

「二
老
、
洞
山
悟

本
兜
孫
也
。
故
其
家
風
、
機
貴
回
互
、
使
不
犯
正
位
、
語
忌
十
成
、
使

不
堕
今
時
」
(『林
間
録
』
巻
上
・
六
〇
〇
頁
上
)

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
ら
は
前
述
の

「臨
濟
、
洞
上
二
宗
相

須
獲
揮
大
法
」
の
他
に

「乃
知
、
古
老
宿
之
語
皆
不
荷
然
。
符
臨
濟
真
子
而
悟
本
自
爲
洞
山
之

宗
、
道
本
同
也
。
而
學
者
不
了
以
私
異
之
、
惜
哉
」

(『文
字
禅
』
巻
二
五

「題
尅
符
道
者
偶
」)
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
臨
済

の
宗
旨
と
対
立
し
な
い
も

の
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
言
い
換
え
れ
ぼ
、

洞
山
の
宗
旨
を
自
ら
の
理
解
に
引
き
寄
せ
て
解
釈
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
と
も
言
え
る
。
さ
ら
に
、
慧
洪
自
身
、
後
に
自
ら
の
記
述
を
改
め
て

(8
)

い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
慧
洪
の
解
釈
や
記
述

に
つ
い
て
は
注
意

を
要
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、

自
ら
散
逸
し
て
い
た
資
料
を
収
集
し
、
伝
の
誤
り
を
訂
正
し
、
衰
微
す

る
洞
山
下
の
宗
風
を
後
世
に
伝
え
ん
と
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
そ

れ
は
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
慧
洪
の
洞
山
下
に
対
す
る
思
い
入

(
9

)

れ
の
深
さ
に
よ
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
資
料
の
中

に
は

「三
種
滲
漏
」

一
五
九
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覚
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慧
洪

に
対

す
る
評
価

(小
早
川
)

や

「曹

山

三
種

綱

要

頌

」
、

「宝

鏡

三

昧

」
等

の
よ

う

に
慧

洪

以

前

に
遡

る

こ
と

の
で
き

な

い
も

の
も
含

ま
れ

て

い
る
。

後

の

『
人

天

眼

目

』

が

多

く

を
慧

洪

に
依

っ
た

の
は
、

そ

れ

が
貴

重

な
資

料

を
伝

え

て

い
た

か

ら

で
あ
り

、

そ

の
点

に

つ
い

て
慧

洪

を
評

価

す

る

こ
と

が

で

き

る

と

言

え

よ
う
。

1

本
書

に

つ
い
て
は
、
椎

名
宏
雄

「『
人
天

眼
目
』

の
諸
本
」

(
『
宗
学
研

究
』

一
九
号

・
昭
和

五

二
年
)
及
び

「高
麗
版

『
人
天

眼
目
』
と
そ

の
資

料
」

(『
駒
沢
大
学
仏

教
学
部
研
究
紀
要
』
四
四
号

・
昭
和

六

一
年
)

に
詳

細
な
研
究
が
あ

る
。

二
四
種
類

の
刊
行
本
、
六
種
類

の
筆
写
本

の
存
在
を

確
認

し
、

こ
れ
ら

が
五

山
版

(
一

三
〇

三
)
、
高

麗
版

(
一

三
九

五
)
、

明
蔵

版

(
一
五

八
六
)

の
三
系
統
に
大
別

で
き
る
と

し
、

そ
れ
ら

の
成
立

や
本
文

の
異

同
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
本
発
表

に
際
し
、

椎
名
先

生

の
所
蔵
す

る
東

国
大
学
所
蔵

の
高
麗

版
と

さ
れ

る
複

写
を
閲
覧

さ
せ
て
頂

い
た
。
先

生

の
御
好
意
に
対

し
、
改

め
て
感
謝
致

し
ま
す
。

2

拙
稿

「覚
範

慧
洪

の
評
価

に

つ
い
て
―

『
人
天
眼
目
』

の
引
用
か
ら
t
」

(『
曹
洞
宗
研
究

員
研
究
紀
要

』
三
五
号

・
平
成

二
七
年
)

で
は
、

引
用
箇

所
と
著
作
を
確

認
し
た

も

の
。
本
発
表

で
は
そ
れ
ら
を
踏
ま

え
考

察
す

る

も

の
で
あ
る
。

3

た
だ
し
、
高
麗
版

の
み
は
、
慧
洪

の
他

に
も

「克
符

道
者
頌
」
、

「扮
陽

昭
頌
」
、

「浮

山
遠

頌
」
、

「草
堂

清
頌
」
、

「宏
智

覚
頌

」
、

「自

得

暉
頌

」
、

「明
安
五
位
賓

主
」

に
お
い
て

「偏
中
至
」
と
し

て
い
る
。

4

松

田
陽
志

「
『洞
上
古
轍

』
を
め
ぐ
る
偏
正

五
位
解

釈

の

二
視
点
」

(『宗

学
研
究
』
第

三
八
号

・
二
九
九
六
)
。

5

扮

陽

の
五

位

に

つ

い
て
は
桐
野

好
覚

「
汾
陽

と
五
位

(
二
)
、

(
二
)
」

一
六

〇

(『
曹
洞
宗
宗
学
研
究

所
紀
要
』
第

一
二
・
一
二
号

・
一
九
九
七

・
一
九
九

八
)
に
詳
細
な
論

究
が
あ
る
。

6

柳
田
聖
山

『
禅

の
文
化

資
料
編
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研

究
所

・
一

九
八
八
)

一
七

一
頁

で

「注

目
し

て
よ

い
の
は
、
恵
洪

が
こ
れ

を
五
位
君

臣
偈
と
す

る
こ
と

で
、
洞

山

の
作
品
そ

の
も

の
は
、
君
臣

の
問

題
を
含

ま

な

い
か
ら
、
そ

こ
に
恵
洪

の
解
?
が
入

っ
て
い
る

こ
と

で
あ
る
」
と
あ
る
。

7

石
井
修
道

氏

は

「
『重
編

曹

洞
五
位
顕
訣
』

所
収

の

「五
位

顕
訣
」

の

古

い
伝

承
を
認
め

る
こ
と
が

で
き
た
と

し
て
も
、
本
書

で
問
題

に
し
た
雲

巌

の
欠
悟

と
深

く
関
係

す
る

の
で
あ
る
か
ら
、
五
位

の
体
系

は
洞
山

に
は

無

か

っ
た
も

の
と
判
断
す

る
」

(『宋

代
禅
宗
史

の
研
究
』

二
九

六
頁
)

と

述

べ
、
曹

山
本
寂

の
創
唱
と
推
定

す
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ

に
対

す
る
洞

山

創
唱
説

と
し
て
、
新
井
勝
龍

「兼
帯

思
想
と
洞
山
良
紛
」

(『
駒
澤
大
学
佛

教
學

部
論
集
』

第

二
五
号

・
平
成

六
年
)
、
兪
炳
根

「洞
山
五

位
説

と
異

類
中
行

の
問
題
」

(『
印
度
学

仏
教
学

研
究
』
第
五

二
号

・
平
成

一
六
年
)

が
あ

る
。

8

拙
稿

「晩
年

の
覚

範
慧
洪

の
五
家
宗

派
観

の
変
化

に

つ
い
て
―

『林
間

録
』

に
見

え
る
記

述
と

の
相
違

か
ら
―

」

(『宗
学

研
究

』
四
七
号

・
二
〇

〇
五
年
)
参
照
。

9

前
出

『
禅

の
文
化

資
料
編
』

三
二
頁
。

〈
キ
ー

ワ
ー
ド
〉

林

間
録
、
禅
林
僧
宝
伝
、
重
編
曹
洞
五
位
、
石
門
文
字
禅

(駒
澤
大
学
大
学
院
)
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(196) Abstracts

Roan; ?582-709?). This slight contradiction posesimportant questions about 

Nanyue's position in the Dharma lineage. 

Nanyue's memorial epitaph was made at the request of disciples of Mazu. 
The implication of this event reveals an intentional distortion created by 

linking the two masters' Dharma lineages, Huineng and Mazu. In fact, there 
is almost no historical evidence that can clearly show the successive trans-

mission of the three masters in their Dharma lineage. From this point of 

view, it is possible to argue that their genealogy was created in response to 

the needs of the related Chan circle. Simultaneously, this argument even 
raises doubts about Nanyue's historical existence itself. 

129. An Evaluation of Juefan Huihong: quotations from his books found in 

the Rentian yanmu 

Kodai KOBAYAKAWA

Juefan Huihong(覚 範 慧 洪1071-1128)who was a Chan priest in the lineage

of Linji-zong Huang long-pai(臨 済 宗 黄 龍 派)during the Beisong dynasty(北

宋)wrote many books in his life. His works, the Linjian lu林 間 録,the

Chanlin Sengbao zhuan禅 林 僧 宝 伝, etc., convey valuable records. Although

his works were criticized as exaggerated and highly speculative by Dahui

Zonggao(大 慧 宗杲,1089-ll63), it is found that some of his descriptions were

frequently quoted by other Chan priests in their works. These quotations

were adopted as very important records, especially in the late twelfth centu-

ry Rentian yanmu(人 天 眼 目)of Huiyan Zhizhao(晦 巖 智 昭). This report at-

tempts to consider the estimation of Huihong, focusing on quotations from

his books found in the Rentian yanmu. Most of the quotations from his work

were descriptions about the Caodong-zong(曹 洞 宗), and descriptions that

cannot be found in others'works were included. From this, it seems that the

book the Rentian yanmu is an important record quoting Huihong's works. In

conclusion, we can give an estimation of Huihong because his works provide

a valuable record of the Caodong-zong.
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